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2021年３月１日
株主各位

第36期定時株主総会招集ご通知に際しての
インターネット開示事項

連 結 株 主 資 本 等 変 動 計 算 書
連 結 注 記 表
株 主 資 本 等 変 動 計 算 書
個 別 注 記 表

上記の事項につきましては、法令及び定款の規定に
基づき、インターネット上の当社ウェブサイト
（https://www.dksiken.co.jp/）に掲載すること
により株主の皆様に提供しております。

証券コード：6171

表紙
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連結株主資本等変動計算書
（2020年１月１日から2020年12月31日まで）

（単位：千円）
株 主 資 本

資 本 金 資 本 剰 余 金 利 益 剰 余 金 自 己 株 式 株主資本合計

当 期 首 残 高 1,181,261 1,131,759 1,923,245 △24,047 4,212,218

当 期 変 動 額

新 株 の 発 行 23,559 23,559 47,119

剰 余 金 の 配 当 △130,483 △130,483

親 会 社 株 主 に 帰 属
す る 当 期 純 利 益 293,044 293,044

株主資本以外の項目の
当 期 変 動 額 （ 純 額 ）

当 期 変 動 額 合 計 23,559 23,559 162,561 － 209,681

当 期 末 残 高 1,204,820 1,155,319 2,085,806 △24,047 4,421,899

－ 1 －

連結株主資本等変動計算書
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そ の 他 の 包 括 利 益 累 計 額
純 資 産 合 計そ の 他 有 価 証 券

評 価 差 額 金 為替換算調整勘定 その他の包括利益
累 計 額 合 計

当 期 首 残 高 △882 － △882 4,211,335

当 期 変 動 額

新 株 の 発 行 47,119

剰 余 金 の 配 当 △130,483

親 会 社 株 主 に 帰 属
す る 当 期 純 利 益 293,044

株主資本以外の項目の
当 期 変 動 額 （ 純 額 ） △20,562 △245 △20,807 △20,807

当 期 変 動 額 合 計 △20,562 △245 △20,807 188,873

当 期 末 残 高 △21,445 △245 △21,690 4,400,208

－ 2 －

連結株主資本等変動計算書
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連結注記表

（連結計算書類の作成のための基本となる重要な事項に関する注記等）
１．連結の範囲に関する事項

連結子会社の数及び主要な連結子会社の名称
連結子会社の数

５社
連結子会社の名称

㈱アイ・エス・ピー
㈱アースプラン
㈱クリエイト
㈱沖縄設計センター
C.E.LAB INTERNATIONAL CO., LTD
㈱アースプラン、㈱クリエイト、㈱沖縄設計センターは、当連結会計年度において新たに株式を取得し
たため、連結の範囲に含めております。
C.E.LAB INTERNATIONAL CO., LTDは、当連結会計年度において新たに設立したため、連結の範囲に
含めております

２．持分法の適用に関する事項
持分法適用の範囲の変更

アイコンサルタント㈱については、保有する全株式を売却したため、持分法の適用範囲から除外してお
ります。

３．連結子会社の事業年度等に関する事項
連結子会社の決算日は、連結決算日と一致しております。

４．会計方針に関する事項
⑴　資産の評価基準及び評価方法

①　有価証券の評価基準及び評価方法
その他有価証券

時価のあるもの
連結会計年度末日の市場価格等に基づく時価法（評価差額は、全部純資産直入法により処理し、売
却原価は、移動平均法により算定）

時価のないもの
移動平均法による原価法

－ 3 －

連結注記表
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②　たな卸資産の評価基準及び評価方法
ａ　仕掛品

個別法による原価法
ｂ　商品・貯蔵品

先入先出法による原価法（貸借対照表価額は、収益性の低下に基づく簿価切下げの方法により算定）

⑵　固定資産の減価償却の方法
①　有形固定資産（リース資産を除く）

　定率法を採用しております。ただし、1998年４月以降に取得した建物（建物附属設備は除く）並びに
2016年４月以降に取得した建物附属設備及び構築物については、定額法を採用しております。

②　無形固定資産（リース資産を除く）
　自社利用のソフトウエアについては、社内における利用可能期間（５年）に基づく定額法を採用してお
ります。

③　リース資産
所有権移転ファイナンス・リース取引に係るリース資産
　自己所有の固定資産に適用する減価償却方法と同一の方法を採用しております。
所有権移転外ファイナンス・リース取引に係るリース資産
　リース期間を耐用年数とし、残存価額を零とする定額法を採用しております。

⑶　引当金の計上基準
①　貸倒引当金

　債権の貸倒れによる損失に備えるため、一般債権については貸倒実績率により、貸倒懸念債権等特定の
債権については個別に回収可能性を検討し、回収不能見込額を計上しております。

②　工事損失引当金
　受注契約に係る将来の損失に備えるため、当連結会計年度末において進行中の業務のうち、損失の発生
が見込まれ、かつ、その金額を合理的に見積ることができるものについて、損失見込額を計上しておりま
す。

　　③　役員退職慰労引当金
　　　　国内連結子会社の一部の役員の退職慰労金の支出に備えるため、役員退職慰労金規程に基づく期末要支
　　　給額を計上しております。

－ 4 －

連結注記表
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⑷　のれんの償却方法及び償却期間
　のれんの償却については、５年間の定額法により償却を行っております。

⑸　その他連結計算書類の作成のための基本となる重要な事項
①　退職給付に係る会計処理の方法

　退職給付に係る負債は、従業員の退職給付に備えるため、当連結会計年度末における退職給付債務の見
込額に基づき計上しております。
　退職給付債務の算定にあたり、退職給付見込額を当連結会計年度末までの期間に帰属させる方法につい
ては、給付算定式基準によっております。
　数理計算上の差異は、発生年度に全額を費用処理しております。

②　重要な収益及び費用の計上基準
　完成業務収入及び完成業務原価の計上は、工事完成基準を採用しております。

③　消費税等の会計処理方法
　消費税及び地方消費税の会計処理は、税抜方式を採用しております。

（連結貸借対照表に関する注記）
１．有形固定資産の減価償却累計額 1,554,883千円

２．偶発債務
　当社が実施した工事に関連して、2012年８月に60,339千円の損害賠償請求の提起を受け、現在係争中であ
ります。

－ 5 －

連結注記表
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（連結株主資本等変動計算書に関する注記）
１．当連結会計年度末における発行済株式の種類及び総数

普通株式 14,997,695株
（変動事由の概要）

増加数の内訳は、以下によるものであります。
ストック・オプションの権利行使による増加　　　　　　　16,000株
譲渡制限付株式報酬としての新株発行による増加　　　　 123,500株
従業員持株会に対する新株式発行による増加　　　　　　　14,595株

２．配当に関する事項
⑴　配当金支払額

決 議 株式の種類 配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額(円) 基 準 日 効 力 発 生 日

2 0 2 0 年 ３ 月 2 3 日
定 時 株 主 総 会 普通株式 64,963 4.50 2019年12月31日 2020年３月24日

2 0 2 0 年 ８ 月 1 2 日
取 締 役 会 普通株式 65,519 4.50 2020年６月30日 2020年９月７日

⑵　基準日が当連結会計年度に属する配当のうち、配当の効力発生日が翌連結会計年度となるもの

決 議 予 定 株式の種類 配当の原資 配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額(円) 基 準 日 効 力 発 生 日

2021年３月23日
定 時 株 主 総 会 普通株式 利益剰余金 65,634 4.50 2020年12月31日 2021年３月24日

（注）2021年３月23日開催の第36期定時株主総会において付議いたします。

３．当連結会計年度末の新株予約権（権利行使期間の初日が到来していないものを除く）の目的となる株式の種
類及び数
普通株式 16,000株

－ 6 －

連結注記表
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（金融商品に関する注記）
１．金融商品の状況に関する事項

　当社グループは、設備投資計画に照らして、必要な資金の一部を借入金及びリース債務により調達しており
ます。資金運用については安全性の高い預金等を中心とし、一部を株式及び投資事業組合出資金に投資してお
ります。
　営業債権である受取手形及び売掛金は、販売管理規程等に従い債権管理を行っており、必要に応じて信用調
査を行う等、財務状況等の悪化等による回収懸念の早期把握や軽減を図っております。また、投資有価証券は
株式及び投資事業組合出資金であり、定期的に時価や発行体（取引先企業）の財務状況等を把握し、市況や取
引先企業との関係を勘案して保有状況を継続的に見直しております。

２．金融商品の時価等に関する事項
　2020年12月31日における連結貸借対照表計上額、時価及びこれらの差額については、次のとおりでありま
す。

連結貸借対照表計上額
（千円）

時 価
（千円）

差 額
（千円）

⑴ 現 金 及 び 預 金 1,361,916 1,361,916 －

⑵ 受 取 手 形 及 び 売 掛 金 1,029,888 1,029,888 －

⑶ 投 資 有 価 証 券 167,234 167,234 －

資 産 計 2,559,038 2,559,038 －

⑴ 買 掛 金 222,505 222,505 －

⑵ 未 払 金 282,172 282,172 －

⑶ 長 期 借 入 金 （ ※ １ ） 215,056 215,020 △35

⑷ リ ー ス 債 務 （ ※ ２ ） 157,949 158,087 138

負 債 計 877,683 877,786 103

（※１）１年以内に返済予定の長期借入金が含まれております。
（※２）１年以内に返済予定のリース債務が含まれております。

（注１）金融商品の時価の算定方法並びに有価証券及びデリバティブ取引に関する事項
資　産
⑴　現金及び預金、⑵　受取手形及び売掛金

これらはすべて短期間で決済されるため、時価は帳簿価額と近似していることから、当該帳簿価額によ
っております。

－ 7 －

連結注記表
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⑶　投資有価証券
株式は取引所の価格によっております。

負　債
⑴　買掛金、⑵　未払金

これらはすべて短期間で決済されるため、時価は帳簿価額と近似していることから、当該帳簿価額によ
っております。

⑶　長期借入金
元利金の合計額を、同様の新規借入を行った場合に想定される利率で割り引いた現在価値により算定し
ております。

(4)　リース債務
元利金の合計額を、信用リスクを加味した利率で割り引いた現在価値により算定しております。

（注２）以下については、市場価格がなく、時価を把握することが極めて困難と認められることから、「⑶　投
資有価証券」には含めておりません。

（単位：千円）
当連結会計年度

（2020年12月31日）

非上場株式 32,266

投資事業組合出資金 302,297

（１株当たり情報に関する注記）
１株当たり純資産額 301.68円
１株当たり当期純利益 20.19円

－ 8 －

連結注記表
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（企業結合等関係）
取得による企業結合
１．企業結合の概要

（１）被取得企業の名称及びその事業の内容
被取得企業の名称：株式会社アースプラン
事業の内容 ：磁気調査、土木設計、測量及びコンサルティング業

（２）企業結合を行った主な理由
株式会社アースプランは、磁気探査、測量設計事業を営んでおり、所在地の沖縄県特有である
不発弾探査にて売上、利益を伸長させております。ニッチな業種で活動していることから、こ
れからの成長性にも期待でき、当社とのシナジー効果も期待できると考えております。本件株
式取得により、当社の持続的成長、企業価値の向上に資するものと考えております。

（３）企業結合日
2020年１月27日（株式取得日）
2020年３月31日（みなし取得日）

（４）企業結合の法的形式
現金を対価とする株式取得

（５）結合後企業の名称
株式会社アースプラン

（６）取得した議決権比率
100％

（７）取得企業を決定するに至った主な根拠
現金を対価とした株式取得により、当社が株式会社アースプランを取得したため、当社を取得
企業としております。

２．連結計算書類に含まれている被取得企業の業績の期間
2020年４月１日から2020年12月31日

３．被取得企業の取得原価及び対価の種類ごとの内訳
取得の対価　　現金　　220,000千円
取得原価　　　　　　　220,000千円

４．主要な取得関連費用の内容及び金額
アドバイザリーに対する報酬・手数料等20,800千円

－ 9 －

連結注記表
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５．発生したのれんの金額、発生原因、償却方法及び償却期間
（１）発生したのれんの金額

56,276千円

（２）発生原因
取得原価が取得した資産及び引き受けた負債に配分された純額を上回ったため、その差額をの
れんとして計上しております。

（３）償却方法及び償却期間
５年間の定額法による償却

６．企業結合日に受け入れた資産及び引き受けた負債の額並びにその主な内訳
流動資産 174,828千円
固定資産 7,870千円
資産合計 182,699千円
流動負債 18,975千円
負債合計 18,975千円

７．企業結合が連結会計年度の開始の日に完了したと仮定した場合の当連結会計年度の連結損益計算
書に及ぼす影響の概算額
当連結会計年度における概算額の算定が困難であるため、記載しておりません。

－ 10 －

連結注記表
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取得による企業結合
１．企業結合の概要

（１）被取得企業の名称及びその事業の内容
被取得企業の名称：株式会社クリエイト
事業の内容 ：磁気調査、土木設計、測量及びコンサルティング業

（２）企業結合を行った主な理由
株式会社クリエイトは、磁気探査、測量設計事業を営んでおり、所在地の沖縄県特有である不
発弾探査にて売上、利益を伸長させております。ニッチな業種で活動していることから、これ
からの成長性にも期待でき、当社とのシナジー効果も期待できると考えております。本件株式
取得により、当社の持続的成長、企業価値の向上に資するものと考えております。

（３）企業結合日
2020年１月27日（株式取得日）
2020年３月31日（みなし取得日）

（４）企業結合の法的形式
現金を対価とする株式取得

（５）結合後企業の名称
株式会社クリエイト

（６）取得した議決権比率
100％

（７）取得企業を決定するに至った主な根拠
現金を対価とした株式取得により、当社が株式会社クリエイトを取得したため、当社を取得企
業としております。

２．連結計算書類に含まれている被取得企業の業績の期間
2020年４月１日から2020年12月31日

３．被取得企業の取得原価及び対価の種類ごとの内訳
取得の対価　　現金　　 30,000千円
取得原価　　　　　　　 30,000千円

４．主要な取得関連費用の内容及び金額
アドバイザリーに対する報酬・手数料等2,836千円

－ 11 －

連結注記表
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５．発生したのれんの金額、発生原因、償却方法及び償却期間
（１）発生したのれんの金額

15,417千円

（２）発生原因
取得原価が取得した資産及び引き受けた負債に配分された純額を上回ったため、その差額をの
れんとして計上しております。

（３）償却方法及び償却期間
５年間の定額法による償却

６．企業結合日に受け入れた資産及び引き受けた負債の額並びにその主な内訳
流動資産 18,400千円
固定資産 501千円
資産合計 18,902千円
流動負債 4,319千円
負債合計 4,319千円

７．企業結合が連結会計年度の開始の日に完了したと仮定した場合の当連結会計年度の連結損益計算
書に及ぼす影響の概算額
当連結会計年度における概算額の算定が困難であるため、記載しておりません。
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取得による企業結合
１．企業結合の概要

（１）被取得企業の名称及びその事業の内容
被取得企業の名称：株式会社沖縄設計センター
事業の内容 ：設計、測量業務

（２）企業結合を行った主な理由
株式会社沖縄設計センターは、主に設計事業を営んでおり当社事業と幅広い分野でシナジー効
果を発揮できると考えております。

（３）企業結合日
2020年８月31日（株式取得日）
2020年９月30日（みなし取得日）

（４）企業結合の法的形式
現金を対価とする株式取得

（５）結合後企業の名称
株式会社沖縄設計センター

（６）取得した議決権比率
100％

（７）取得企業を決定するに至った主な根拠
現金を対価とした株式取得により、当社が株式会社沖縄設計センターを取得したため、当社を
取得企業としております。

２．連結計算書類に含まれている被取得企業の業績の期間
2020年10月１日から2020年12月31日

３．被取得企業の取得原価及び対価の種類ごとの内訳
取得の対価　　現金　　220,000千円
取得原価　　　　　　　220,000千円

４．主要な取得関連費用の内容及び金額
アドバイザリーに対する報酬・手数料等 24,505千円

－ 13 －

連結注記表



2021/02/24 10:04:46 / 20705187_株式会社土木管理総合試験所_招集通知（Ｆ）

５．発生したのれんの金額、発生原因、償却方法及び償却期間
（１）発生したのれんの金額

113,566千円
なお、当連結会計年度末において取得原価の配分が完了していないため、のれんの金額は暫

定的に算定された金額であります。

（２）発生原因
取得原価が取得した資産及び引き受けた負債に配分された純額を上回ったため、その差額をの
れんとして計上しております。

（３）償却方法及び償却期間
５年間の定額法による償却

６．企業結合日に受け入れた資産及び引き受けた負債の額並びにその主な内訳
流動資産 94,183千円
固定資産 86,240千円
資産合計 180,424千円
流動負債 37,016千円
固定負債 29,072千円
負債合計 66,089千円

７．企業結合が連結会計年度の開始の日に完了したと仮定した場合の当連結会計年度の連結損益計算
書に及ぼす影響の概算額
当連結会計年度における概算額の算定が困難であるため、記載しておりません。

８．取得原価の配分
当連結会計年度末において、企業結合日における識別可能な資産及び負債の特定並びに時価の算

定が未了であり、取得原価の配分が完了していないため、その時点で入手可能な合理的な情報に基
づき暫定的な会計処理を行っております。
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（重要な後発事象に関する注記）
取得による企業結合

当社は、2021年１月15日開催の取締役会において、株式会社アドバンスドナレッジ研究所の全株
式を取得し、子会社化することについて決議し、株式譲渡契約を締結し、2021年１月18日付で全株
式を取得しました。
１．企業結合の概要

（１）被取得企業の名称及びその事業の内容
被取得企業の名称：株式会社アドバンスドナレッジ研究所
事業の内容　　　：熱流体解析ソフトウェア開発及び解析技術コンサルティング

（２）企業結合を行った主な理由
株式会社アドバンスドナレッジ研究所は、熱流体解析ソフトウェア開発及び解析技術コ

ンサルティング事業を営んでおり、他社に類を見ない先進性、独自性を有しております。
近年、建設業界において、省エネと快適性に関するシミュレーションを設計側に求める事
例が増加しており、これからの成長性にも期待でき、当社とのシナジー効果も期待できる
と考えております。本件株式取得により、当社の持続的成長、企業価値の向上に資
するものと考えております。

（３）企業結合日
2021年１月18日

（４）企業結合の法的形式
現金を対価とする株式取得

（５）結合後企業の名称
株式会社アドバンスドナレッジ研究所

（６）取得した議決権比率
100％

（７）取得企業を決定するに至った主な根拠
現金を対価とした株式取得により、当社が株式会社アドバンスドナレッジ研究所を取得

したため、当社を取得企業としております。

２．被取得企業の取得原価及び対価の種類ごとの内訳

取得の対価 現金 880,002千円
取得原価 880,002千円

３．主要な取得関連費用の内容及び金額
アドバイザリーに対する報酬・手数料等58,148千円

４．発生したのれんの金額、発生原因、償却方法及び償却期間
現時点では確定しておりません。
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５．企業結合日に受け入れた資産及び引き受けた負債の額並びにその主な内訳
現時点では確定しておりません。

資金の借入
　当社は、以下の通り取引金融機関から資金の借入れを実行しております。
１．資金の使途：株式取得
２．借入先の名称：株式会社三井住友銀行、株式会社八十二銀行
３．借入金額：880,000千円
４．借入金利：市場金利等を勘案して決定しております。
５．借入実行日：2021年１月15日
６．返済期限：2027年12月
７．担保提供資産又は保証の内容：なし

（追加情報）
　　　　新型コロナウイルス感染症の影響について

新型コロナウイルス感染症について、当連結会計年度における当社の事業活動へ与える影響は限定
的であります。したがって、当連結会計年度においては、新型コロナウイルス感染症の影響は軽微と
の仮定に基づいて、会計上の見積りを行っております。

しかしながら、新型コロナウイルス感染症拡大による影響は不確定要素が多く、将来において当社
の財政状態及び経営成績に影響を及ぼす可能性があります。
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株主資本等変動計算書
（2020年１月１日から2020年12月31日まで）

（単位：千円）
株 主 資 本

資 本 金

資 本 剰 余 金 利 益 剰 余 金

資本準備金 そ の 他
資本剰余金

資本剰余金
合 計 利益準備金

その他利益剰余金
特 別 償 却
準 備 金

固 定 資 産
圧縮積立金 別途積立金

当 期 首 残 高 1,181,261 1,131,261 498 1,131,759 12,500 268 23,818 165,000
当 期 変 動 額

新 株 の 発 行 23,559 23,559 23,559
剰 余 金 の 配 当
当 期 純 利 益
特別償却準備金の取崩 △268
株主資本以外の項目
の当期変動額（純額）

当 期 変 動 額 合 計 23,559 23,559 － 23,559 － △268 － －
当 期 末 残 高 1,204,820 1,154,820 498 1,155,319 12,500 － 23,818 165,000

株主資本 評価・換算差額等

純資産合計
利 益 剰 余 金

自 己 株 式 株 主 資 本
合 計

そ の 他
有 価 証 券
評価差額金

評価・換算
差額等合計

そ の 他
利益剰余金 利益剰余金

合 計繰 越 利 益
剰 余 金

当 期 首 残 高 1,747,996 1,949,583 △24,047 4,238,556 △882 △882 4,237,673
当 期 変 動 額

新 株 の 発 行 47,119 47,119
剰 余 金 の 配 当 △130,483 △130,483 △130,483 △130,483
当 期 純 利 益 378,700 378,700 378,700 378,700
特別償却準備金の取崩 268 － － －
株主資本以外の項目
の当期変動額（純額） △20,562 △20,562 △20,562

当 期 変 動 額 合 計 248,485 248,217 － 295,337 △20,562 △20,562 274,774
当 期 末 残 高 1,996,482 2,197,801 △24,047 4,533,893 △21,445 △21,445 4,512,448
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個別注記表

（重要な会計方針に係る事項に関する注記）
１．資産の評価基準及び評価方法

⑴　有価証券の評価基準及び評価方法
①　子会社株式及び関連会社株式

移動平均法による原価法
②　その他有価証券

時価のあるもの
決算日の市場価格等に基づく時価法（評価差額は、全部純資産直入法により処理し、売却原価は、移
動平均法により算定）

時価のないもの
移動平均法による原価法

⑵　たな卸資産の評価基準及び評価方法
①　仕掛品

個別法による原価法
②　商品・貯蔵品

先入先出法による原価法（貸借対照表価額は、収益性の低下に基づく簿価切下げの方法により算定）

２．固定資産の減価償却の方法
⑴　有形固定資産（リース資産を除く）

　定率法を採用しております。ただし、1998年４月以降に取得した建物（建物附属設備は除く）並びに2016
年４月以降に取得した建物附属設備及び構築物については、定額法を採用しております。

⑵　無形固定資産（リース資産を除く）
　自社利用のソフトウエアについては、社内における利用可能期間（５年）に基づく定額法を採用しており
ます。

⑶　リース資産
所有権移転ファイナンス・リース取引に係るリース資産
　自己所有の固定資産に適用する減価償却方法と同一の方法を採用しております。
所有権移転外ファイナンス・リース取引に係るリース資産
　リース期間を耐用年数とし、残存価額を零とする定額法を採用しております。
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３．引当金の計上基準
⑴　貸倒引当金

　債権の貸倒れによる損失に備えるため、一般債権については貸倒実績率により、貸倒懸念債権等特定の債
権については個別に回収可能性を検討し、回収不能見込額を計上しております。

⑵　工事損失引当金
　受注契約に係る将来の損失に備えるため、当事業年度末において進行中の業務のうち、損失の発生が見込
まれ、かつ、その金額を合理的に見積ることができるものについて、損失見込額を計上しております。

⑶　退職給付引当金
　従業員の退職給付に備えるため、当事業年度末における退職給付債務の見込額に基づき計上しております。
　退職給付債務の算定にあたり、退職給付見込額を当事業年度末までの期間に帰属させる方法については、
給付算定式基準によっております。
　数理計算上の差異は、発生年度に全額を費用処理しております。

４．収益及び費用の計上基準
　完成業務収入及び完成業務原価の計上は、工事完成基準を採用しております。

５．その他計算書類作成のための基本となる重要な事項
消費税等の会計処理方法
　消費税及び地方消費税の会計処理は、税抜方式を採用しております。

（貸借対照表に関する注記）
１．有形固定資産の減価償却累計額 1,460,952千円

２．関係会社に対する金銭債権及び金銭債務（区分表示したものを除く）
短期金銭債権 3,588千円

３．偶発債務
　当社が実施した工事に関連して、2012年８月に60,339千円の損害賠償請求の提起を受け、現在係争中であ
ります。
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（損益計算書に関する注記）
関係会社との取引高
営業取引による取引高

地代家賃 94千円
営業取引以外の取引による取引高 10,350千円

（株主資本等変動計算書に関する注記）
当事業年度末における自己株式の種類及び株式数
普通株式 412,200株

（変動事由の概要）
増加数の内訳は、以下によるものであります。

譲渡制限付株式報酬制度における株式の無償取得による増加　　5,000株

（税効果会計に関する注記）
　繰延税金資産の発生の主な原因は、退職給付引当金、投資有価証券評価損、未払事業税等であり、繰延税金負
債の発生の主な原因は固定資産圧縮積立金であります。

（１株当たり情報に関する注記）
１株当たり純資産額 309.38円
１株当たり当期純利益 26.09円

（企業結合等関係）
　連結計算書類「連結注記表（企業結合等関係）」に同一の内容を記載しているため、注記を省略しております。

（重要な後発事象に関する注記）
　連結計算書類「連結注記表（重要な後発事象に関する注記）」に同一の内容を記載しているため、注記を省略
しております。

（追加情報）
　連結計算書類「連結注記表（追加情報）」に同一の内容を記載しているため、注記を省略しております。
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